
 

 

 

★２０２４まもなく終了！ 

    自立し、成長した１年でした！ 
  

２学期がまもなく終わろうとしています。

みなさんにとって、どんな２学期でしたか？ 

最近の様子を見ていると、どの学年の子ど

もたちも「自立」が少し身についてきている

ように感じます。 

 最高学年６年生は、先生に頼らず自分たちで何でもできるよ

うに育っています。例えば、先生に言われることなく、プリン

トを配布する係の子は職員室に来て棚をのぞき、配布するもの

がないかチェックしています。また、担

任以外の教科の連絡を専科の先生に事前

に聞きに来たりしています。「さすが６

年生だな」と、感心しています。 

１学期、２年生にすべて給食の準備をしてもらっていた１年生

は、今は自分たちだけですべての準備や片付けができるようになりました。食べる量も増

え、完食できたり、苦手な物もがんばって食べようとしている姿

が見られて頼もしく思います。 

休み時間などは、3 年生が１年生の面倒を見たり、４年生が優し

く下の学年と関わる姿も見ました。５年生は、自分たちで行うこ

とが多くなり、精神的に自立している様子がよくわかります。話

をしていても、４年生の時の幼さから５年生へ成長しています。３年生は、体育館で遊ぶ

ときは低学年は最高学年です。１，２年生が先に帰っても自分たちがきちんと残ってあと

片付けをしています。 

４年生は今年から高学年の仲間入りでした。最初は頼りなかった４年生が今ではしっか

りしてきました。出石特別支援学校との交流では昨年度とちがってみんながリーダーシッ

プを発揮しました。２年生は１年生のお世話を通して、しっかりしたお姉さん、お兄さん

になりました。６人全員が自分の意見をしっかり言えるところに「自立」を感じます。 

先生がたくさん手をかければ子どもたちは快適かもしれません。しかし、そうすれば

中々成長しないものです。先生がいなくても、先生が手をかけなくても自分たちで行動す

る。それが自信となり成長につながると思います。そんな子どもたちの成長がたくさん見

られた２学期です。みんな、お疲れ様でした。よくがんばりました。 
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★地域の方々と連携し、コミュニティスクール スタートです！ 

 今年度から豊岡市のすべての小中学校でコミュニティスクー

ルをめざして学校運営協議会が発足しています。これは、学校

の教育目標、めざす学校像、生徒像などを地域の方々と学校が

協議するとともに、学校だけで行ってきたことを地域の方々に

手伝ってもらったり、地域の方々がめざす学校の活動が少しで

も行えるようにするなど、地域と学校が一つになって教育活動

を行っていこうという活動です。 

 本校の運営協議会の役員は、校長・教頭・ＰＴＡ会長（多根慎之祐さん）、小野コミュ

ニティ会長（西村保彦さん）、区長会長（松田 昇さん）、民生児童委員（水島義明さ

ん）、地域マネージャー（山内智子さん）の７名で構成しています。 

 ２月の終わりか３月の初めに第３回の学校運営協議会を行います。地域の方々には「こ

んな学校になってほしい」、「こんな子どもたちに成長してほしい」、「こんな活動に学校は

力を入れてほしい」などの要望を伺います。先生方か

らは「こんなことに地域の方に協力してほしい」とい

う意見をまとめ、令和７年度に向けて話し合っていき

たいと思います。多くの方々のお力添えがあってこそ

の学校だと思います。これからもご協力のほど、よろ

しくお願いします。 

 

★ようこそ後輩！出石中に行ってきました！ 
１１月７日、毎年６年生が出石中を訪問し、授業を見

学し、校長先生の話や学校紹介を聞かせていただく「よ

うこそ後輩」に行きました。今年

は他校の小学生との交流する時間

も設けられ、久しぶりに自然学校

の班で活動しました。その後、授

業参観を行い、真剣に授業を受け

ている１年生～３年生を見させて

いただきました。 

部活動見学では、各部の代表の

方から話しを聞かせていただくな

ど、有意義な時間を過ごすことができました。６年生もあと４ヶ

月で中学生です。残された時間でたくさん思い出を作るととも

に、中学生になる準備を心と体でしていってほしいと思います。 



★粘り強さを身につけた２学期です！ 
 豊岡市では非認知能力の向上を目標に取組が行われています。非

認知能力とは、テストなどで数値が測れ、「認知能力」と呼ばれる知

識や技能と違い、数値で測れないものをさします。特にその中でも

「やり抜く力・自制心・協働性」を向上させることに力を入れてい

ます。 

この中で、「やり抜く力」について、考えてみます。以前職員と話

しをしていたのですが、「やり抜く力」を育成する機会が学校の中で

減っているのでは？と感じます。 

自分の学生の頃を思い出すと、『枕草子』や『平家物語』を必死で

暗唱できるまで覚えた記憶があります。覚えることが何の役に立っ

ているのか、当時は深く考えませんでしたが覚えられたことにより、

喜びや自信につながったのを覚えています。また、数学のテストな

ど、合格するまで何度も再テストを受けたり、運動部に所属し、毎

日厳しい練習を積み重ねたりもしました。毎日こつことと長期間植

物の観察や、顕微鏡で変化を見るなど、粘り強さややり抜く力を鍛えられる機会がたくさ

んあった気がします。現在、一般論ですがゲームをしていても、

途中でうまくいかないとやめてしまう子がたくさんいるそうで

す。やり抜くこと、続けることには心の面が大きく影響するとい

うことがよくわかります。 

本校の子どもたちを見てみると、スーパー算数において、黙々

とプリントに取り組み、どんどん進んで行っている子がいます。

また、理科の研究会に向けた取組を見ていると、よく考え仮説を

立て、その仮説が正しいことを立証しようと実験を繰り返す子も

います。 

授業ではないですが、ちょっとしたクイズの答えを考え、調べたり、先生にヒントをも

らいながら考え、「なんとしてでも正解にたどり着こう」という子もいます。そんな粘り強

さや、やり抜く力がついた２学期だったと思います。 

やる気を持てばすごい力を発揮する５５名です。2025 年は小野小学校最後の年になりま

す。素晴らしい１年になるように、みんなでがんばるとともに、たくさんの思い出を作り

たいと思います。 

 

 

 

  

 

 

昨年も書きました。覚えていますか？この言葉を知っていますよね？一
年間の計画は、元旦に立てよう、または、物事は最初が大切という意味で
す。２０２５年を良い年にするためにも、どんな年にするか？を、しっか
り１月になったら考えてくださいね。 

１年の計は元旦にあり



▼１月の行事予定▼ 
 

保護者の皆様 お世話になりました！  

保護者の皆様には大変お世話になりました。特に今年は２学期の大事なときに
約２ヶ月留守をしました。本当にご迷惑をおかけしました。 

２０２５年は小野小にとって最後の年となります。どんな最後の年にするかを
子どもたち、保護者の皆様、地域の方々のご意見を聞かせていただき、学校運営
をしていきたいと思います。今年以上に子どもたちの笑顔あふれる学校をめざし
ていきたいと思います。来年もご協力よろしくお願いします。 


